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第５４回 感動の 卒業証書授与式

３月１０日、平成２７年度 第５４回卒業証書授与式を、厳粛の中にも感動の式を行
うことができました。小宮山教育委員様、井上ＰＴＡ会長様より励ましの言葉をいただ
き卒業生１２０名は新たな目標を持ち、自分の夢に向かい旅立っていきました。これま
で保護者の皆様、地域の皆様に支えられながら健やかに育ってきた生徒も、いずれ地域
で活躍できる人として、大きく成長していくことと思います。どうぞ今後とも温かく見
守って頂きたいと思います。当日は在校生も精一杯頑張り、来年度に向けて成長した姿
を見せてくれました。下記は当日の私が話した「はなむけのことば」の一部ですが、紹
介したいと思います。

空は穏やかに晴れ渡り 通いなれた道に 春の光が降り注ぐ 木々のつぼみが膨らみ
鳥のさえずりが聞こえ 心わきだつ景色の中に 爽やかな風が吹き抜ける今日の佳き日

ここに平成二十七年度 第五十四回卒業証書授与式を挙行することができました
ご来賓の皆様のご臨席を賜り 卒業生の門出に華を添えていただきましたこと心より感謝申し上げます

今 中学校生活を静かに振り返りその思い出の中に新たな自分を発見し
成長した自分自身を見ることができたことと思います

毎日勉強に 係り活動に 時にぶつかり共に泣き 笑った友と過ごした教室での時間
団結と友情の素晴らしさを体感し 汗と涙と歓喜の叫びが今でも聞こえてきそうな二葉祭
友と意見を交わしながら 何度も何度も繰り返し練習した合唱祭
早朝から 毎日遅くまで厳しい練習に励み うれし涙、悔し涙を流した部活動
寝食をともにし 夜遅くまで語り合い 爽やかな初夏の奈良 京都を歩いた修学旅行の思い出は

生涯忘れられないものとなったと思います
本日の門出にあたり 私の好きな若山牧水のうたを紹介します

白鳥は かなしからずや 空の青 海のあをにも 染まずただよふ

一面に広がる青い海と 青い空を背景に飛ぶ 純白の鳥を描いたこの作品は 明治四十年につくられ 教科
書にも紹介されています 真っ白なしらとりを純粋な少年の心におきかえ どんな思いで飛んでいるのだろ
うか 一人で飛んでいてさみしくないのか 広い世界に 旅立つ今 いつまでも染まることなく 純白のそ
の心のままに飛んでいてほしい そんな願いを感じ取ることができます

今日 卒業を節目に新たな旅が始まります
作家 沢木耕太郎さんの著書「旅する力」にはこんな一節があります
「旅は人間がいかに小さいかを教えてくれる場である。そして、大きくなるための力をつけてくれる場でも
ある。旅はもうひとつの学校。入るのも自由出るのも自由。大きなものを得ることも出来るが、失うことも
ある。教師は世界の人々であり、教室は世界そのものである。
これから旅に出る人にもう一つ言葉を贈りたい。旅に教科書はない。教科書をつくるのはあなたなのだ」

雲一つない真っ青な空の中 それぞれの夢に向かい 染まらず力強く羽ばたいて下さい
人生という新たな旅 世界を教室にして 自分自身の可能性を翼に未来を切り開いて下さい

皆さんの限りない前途を祝福し 今後の活躍と健康を心からお祈りし はなむけのことばといたします

平成二十八年三月十日 甲府市市立北東中学校 校長 仙洞田 茂雄

卒業生１２０名 それぞれの夢に向かい

未来に向け巣立っていきました

  文責 仙洞田茂雄 



大成功に終わった！ 三年生に贈る会

オープニングのひとこま 新生徒会本部へと引き継ぎ ３年生の思い出の場面を寸劇に

１・２年生の３年生への応援 エンディングの様子 装飾部門の力作

平成２８年度新生徒会本部活動開始！
新生徒会本部が結成されて初めての行事でしたが、在校生が力を合わせて大成功のう

ちに終了することができました。卒業していった１２０名の３年生は、きっとの心のど
こかで感謝し、飛躍を心に誓い、後輩へこの伝統を引き継いだことと思います。来年度
の生徒会本部全員が揃いましたので、紹介をし、今回は小山樹鈴さんより三贈会の感想
を含め本部からの話を掲載させていただきます。

～私達が中心となって行う初めての大きな行事、そ
れが三贈会でした。三贈会は３年生に感謝を伝える
ための会です。その目的を忘れず本番までの取り組
みを行いました。私は本部の中で、装飾・看板担当
として活動しました。「本部としてどうにかまとめ
ないと」と、プレッシャーを感じていた時、私は多
くの仲間に助けられました。それぞれが良いものを
つくりたいと心から思い、自分で考え行動してくれ
たからです。このことから私は、自分で考えて行動
することの大切さと、仲間と同じ気持ちや目標を共
有する喜びを知りました。そして、本番では自分達
だけが楽しむのではなく、全校生徒に楽しい時を与えなくてはいけません。そんな緊張
の中で役目を果たすことは簡単ではありませんでした。しかし、会が終わり感動と達成
感がこみ上げてきた時、やってきてよかったなと思いました。この三贈会により、北東
中学校も、私自身も、一歩飛躍することができたと思います。～

平成２８年度生徒会本部役員
会 長：宮井賢人 副 会 長 ：小林柚夢 鍋谷咲希
事務局長：小山樹鈴 事務局次長 ：武井大和
書記会計：石田萌々 体育文化局長：數野永裕

議 長 ：楠間心泰 五島春菜



小中連携事業 英語・数学出前授業！
今年度も残りわずかとなりました。３年生が卒業し、４月に

は新１年生が入学してきます。その新入生が不安なく、できる
だけスムーズに中学校生活が送れるように、３学期も様々なこ
とを行ってきました。
先月、２月２４日には、本校３年主任英語科内藤美枝子先生

とＦＥＴショート先生、数学科内藤雄一郎先生が、相川小学校
・新紺屋小学校で出前授業を行いました。最初はやや緊張ぎみ
だった児童たちもしだいにリラックスし、元気に授業に取り組
みました。英語はどの児童も、元気に取り組んでいる姿が印象

的でした。そして、数学は考え方や説明を重視した授業でしたが、児童の感想には、「出
前授業すっごく楽しかったです。もしお世話になったらその時はよろしくお願いします」
とプリントにコメントを寄せてくれた児童もいました。授業への意欲を持たせ、課題を
克服していけるよう、私達も「わかる授業」に一生懸命取り組んでいきたいと思います。

真剣に考える数学の授業 英語で交流する児童 明るいです ＦＥＴの先生との授業

吹奏楽部が訪問

３月１日、小中連携事業として、新紺屋小へ吹奏楽部が学校
訪問を行いました。当日は全校生徒が聴く予定でしたが、イ
ンフルエンザの影響で、４年生と６年生が聴くことになりま
した。吹奏楽部の工夫を凝らした企画で、演奏あり、学校紹
介あり、一緒に歌を歌う場面ありと、とても充実していまし
た。きっと安心して中学校へ入学できると思ってくれたこと
と思います。吹奏楽部、伊藤まみさんの感想を紹介し、その
様子の一部を紹介します。

部員全員による学校紹介 ～私達吹奏楽部は、３月１日に新紺屋小学校に訪問させて
いただきました。インフルエンザが流行したり、三年生に贈

る会の取り組みなどで準備期間が短い中で、一生懸命取り組みました。特にいつもとは
違って、これから後輩になる小学生のために、どうしたら中学校の魅力が伝わるのか、
吹奏楽の楽しさが伝わるかを考えて工夫しました。

本番、演奏面では少し未完成な部分もありましたが、私
達なりの音に心をこめて届けられたらと思いました。小学
生のみなさんが、一緒に歌ってくれたり、話を聞いて笑っ
てくれたりして、発表している私達もとても楽しくて元気
をもらいました。これからも吹奏楽部の魅力をいろいろな
方に知っていただけるように頑張っていきたいです。～

アンコールに応える吹奏楽部



中学１年生 学校紹介訪問へ
３月８日、９日の両日で、中学１年生の

代表が小学校訪問をし、学校の様子や中学
校での心構えなどを映像を交え、プレゼン
テーションを行いました。もうすぐ小学校を卒業する新
紺屋小・相川小の６年生、そして善誘館小の新入児童も
参加し、真剣に説明を聞いていました。これまで小中連
携事業を様々な形で実施し、不安なく希望をもって進学
できるように中学校側でも頑張ってきました。今後も小
学校と中学校がうまく繋がり、地域と共に成長する子ど
もの教育に全力を尽くしていきたいと考えます。学校紹
介をしてくれた２名の感想を紹介します。

～僕がこの小学校訪問をして学校毎に思ったことがあります。
相川小学校では人数がとても多く、元気があったことです。し
かし、無駄口が少し気になりました。中学校では、そのような
ことがあってはいけません。来年からは僕達も先輩になるにあ
たってしっかり注意ができる、元気で明るい北東中にしたいで
す。次に新紺屋小は温かく児童が迎えてくれたので、うまく会
が進行できました。それに１回１回の反応もよく、緊張もほぐ
れました。来年この２つの小学校と善誘館小が一緒になり、良
い刺激を受けてバランスの良い学年になるといいです。また先
輩として１年生をしっかりと引っ張っていく気持ちがこの会を
通して更に大きくなりました。～１年２組 武井大和

～私は相川小、新紺屋小２校に学校訪問に行きました。学校訪
問に行く前から４人で何回も練習しました。最初はなかなか上
手くいかず、読み方や声の大きさ、タイミングもバラバラでし
た。みんなでどこをどうすればもっと良くなるかを考えたり、
自分なりに工夫をしてみたりしたこともあり、本番前にはかな
り良い発表に近づけたと思います。私の母校、相川小への訪問
の時は、出身校ということもあり、知り合いや仲の良い子がい
て、とても緊張しました。でも練習で直したことに気をつけて
発表する事ができたので良かったです。小学校訪問という、普
段は経験することができない事をさせてもらえて、私にとって
も勉強になるすごく良い経験になりました。私達の発表を聞い
てくれた６年生が、中学校への「不安」を「楽しみ」に変えて

くれていれば本当にうれしいです。４月からは私は２年生になるので、新１年生の見本になれる
よう、恥ずかしくない先輩になれるように努力したいです。～１年２組 長田さくら

この１年、学校だよりを通し、本校の教育活動を紹介しながら、地域に根ざす学校教育を目指し、職員一同取
り組んできました。しかし、まだまだ取り組まなければならない課題は山積しております。今後とも保護者・
地域の皆様のご協力を頂きながら北東教育を更に推進していきたいと考えております。よろしくお願い申し上

げます。 来年も 生徒と共に 夢を追いかけ 追い続けたい １年間ありがとうございました 北東中学校職員一同

今後の予定
３月２５日 修了式 離任式
４月 ６日 入学式

７日 新任式 始業式 対面式
８日 新入生歓迎会

１９日 全国学力学習状況調査 県学力把握調査
２０日 新旧学校委員会 Ｐ専門部会
２１日～２７日 家庭訪問
２２日 学校創立記念日
２９日 昭和の日




